


作業でジャッキアップ・リフトアップする際は、必ずリジットラックを使用し、リフトにはストッパー
等の安全装置を使用し下回りの安全を確保して下さい。特にジャッキアップして作業する際は、ぬかる
んでいる場所や坂道等を避け、安定して地面がしっかりした場所で行って下さい。

ブレーキ回りの分解作業は整備の資格を持った方が行って下さい。
⇒詳しくは国土交通省及び各支局にお問い合わせ下さい。

P/Rロックナット(組立済製品)･シートロックは全て仮締めの状態で出荷しておりますので、走行前に必
ず推奨トルクにて締め付けてご使用下さい。

S/Pコンプレッサーを使用する場合は、取り扱いに十分注意して下さい。

走行直後はブレーキ周辺等高温になる箇所があります。作業は各部が冷めるまで行わないで下さい。

作業を行う際は、各部品のバリ等に十分注意して下さい。

P/RロックナットはS/Aから取り外したものを再使用することがほとんどの場合においてできませんので、
新品をご用意下さい(一部例外車種あり)。詳しくは自動車メーカー等にお問い合わせ下さい。

各部の締め付けは本書記載の推奨トルクに従って下さい。

当製品装着後、各アーム類の取付角度が純正品装着時から変化しますので、取付後は車重をかけた状態
で各アーム取付部のボルト類をメーカーの推奨トルクで締め直すことをお薦めいたします。
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減衰力調整の際は、P/Rの上端にあるクリック(減衰力調整ダイアル)を回すことに
より行います。
減衰力は0～16段の範囲で調整できます。クリックは1段が約1/8回転(1回転で8段移
動)となっております。構造上17段以上戻りますが、破損の原因となりますので17段
以上は戻さないで下さい。

右に回転して止まったところが0段になり、この位置が一番高い減衰力を発生します。また、この位置
は段数を確認する基点になりますので、何段にしているのか判らなくなった場合は、一度0段に戻し
て確認して下さい。クリックは、左図のように右に回すと減衰力が高く（HARD）なり、左に回すと減衰
力が低く（SOFT）なります。

クリックツール(減衰力調整レンチ)をクリックの六角穴に合わせて差し込みます。一部車種にクリック
ツールが内装等に干渉するものがありますので、この場合は手で直接クリックを操作して下さい。
まず、0段に合わせます（出荷時は0段に調整されていますが、再度ご確認下さい）。
初めての方はクリックを左に回していき、基準クリック（実車データ参照）に合わせて使用することを
お薦め致します。基準クリックから走行を繰り返して、徐々に最適な位置まで調整して下さい。

クリックをHARD側に設定すると、スポーツ性は向上・乗り心地(快適性)は悪化する傾
向があります。逆にSOFT側の設定は、乗り心地が向上する方向になる反面、スポーツ
性が低下する傾向があります。
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